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<１月の主な予定>

9 日 始業式

10 日 給食開始

17 日 学校公開

1.17 地域防災訓練

５日 火 学校朝会

６日 水 委員会活動（６校時）

７日 木
代表委員会（６校時）

定時退勤日

８日 金
社会見学【４年】＜大阪市立科学館＞

わたくり体験【２年】

１１日 月 なかよし給食交流会

１２日 火 児童集会

１３日 水
クラブ活動（６校時）

クラブ見学【３年】

１４日 木

マラソン大会

PTA ふれあい活動【１年】（５校時）

定時退勤日

１５日 金 社会見学【５年】＜ゼロ精工＞（午前中）

１８日 月 マラソン大会予備日

１９日 火
なわとび集会

校外学習【青空】＜キッザニア＞

２０日 水 校外児童会（５校時）

２１日 木
給食終了

定時退勤日

２３日 土 天皇誕生日

２５日 月
２学期終業式

大掃除【１２：００下校】

２６日 土 冬期休業日開始

マラソン大会 １２月１４日（木）

場 所：明城小学校

予備日：１８日（月）

持久走、体力アップ大作戦の総仕上げと

してマラソン大会を行います。詳細は後日

お配りしますプリントをご覧ください。

たてわりなかよし給食交流会

１２月１１日（月）

１２：１０～１３：４５

たてわり班で給食をいっしょに食べる

ことによって交流を深め、仲良く過ごせる

ようにします。給食後はたてわり班で、み

んなで仲良く遊びます。

第３回 校外児童会

１２月２０日（水）５校時

登下校の問題点、地域での生活につい

て、冬休みの安全な生活についてなどを話

し合います。話し合い終了後（14:35 頃～）、

地区担当の教師の引率で集団下校します。

寒くなってきていますが、子どもの安全

のためにも集団登校をさせるよう、声かけ

をよろしくお願い致します。

◎お 知 ら せ◎

第３学期始業式

平成２９年１月９日（火）

午前８時３０分 開式
上ぐつ、筆記用具等、忘れ物のないように、

元気に集団登校しましょう。

お願い

学校にお越しの際は、保護者の皆様も名札、

上ぐつ、下ぐつ入れをご持参ください。なお

下ぐつは袋に入れ、各自でお持ちください。

言葉の裏に隠れたもの

校長 吉田 幸嗣

先月行われた図工展に多くの地域・保護者の皆様が来校され、お褒めの言葉をいただきました。

子どもたちにも伝え、共に喜びたいと思います。本当にありがとうございました。いよいよ、今

年も押し迫ってまいりました。今月はいよいよ学期まとめの月です。ご理解、ご協力の程、よろ

しくお願いいたします。

最近、書店のお勧めの本コーナーに児童精神科医の佐々木正美さんの書かれた著作が並んでい

ます。その中で「子どもに決して言ってはいけない言葉は、どんな言葉ですか」という質問があ

ります。確かに自分の子どもだからといって親が思ったことを「歯に衣着せず」に言うのは問題

ですが、その言葉にどのような気持ちや感情をこめて言うかが重要な意味を持っていると主張さ

れています（例えば「バカ！」と強い語気で言うのと、「ばかだなぁ」と優しく笑顔で言うので

は大きな違いがあります）。絶対に言ってはいけない言葉の一つが相手の人格を否定したり、自

尊心を傷つけてしまう言葉、またそれにつながる態度だそうです。

自尊心が損なわれている育てられ方をしてきた子どもたちに共通しているのが自分を信じる

力が弱く、他人のことも信じられないという傾向です。他人をも攻撃することに抵抗がありませ

ん。この延長線上にあるのが、いじめです。いじめる子どもたちは基本的に人と共感することが

できませんから、他人より自分が優れていたり劣っていたりすると、簡単に劣等感や優越感を抱

いていじめに発展するのです。そういう心の傾向を作るのが、大人たちの言ってはならない言葉

なのです。（『はじまりは愛着から』佐々木正美著）

私の子どもが幼い時に保育所でいたずらをしたことがありました。保育所での様子を聞いた私

は「出ていけ！」「うちの子と違う！」と子どもの言うことも聞かず、怒りました。娘はしばら

くの間、涙と「ごめんなさい」「もうしません」「許して下さい」の連続でした。しかし、気持ち

の収まらない私は執拗に怒り続けました。わが子は反省したのか、それからは何もしなかったよ

うでした。

何年も経った今、私の心の中には当時の嫌な「怒りの残像」が残り、そのことは子どもの心の

中にも残っていると想像できます。どうしてその時、優しく共に悲しめなかったのか、悲しさを

共感してあげられなかったのか、どうして怒鳴る前に落ち着いて話を聞いてあげられなかったの

か、今でも心の片隅に後悔としてずっと残っています。


